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産業用自家発電の現状と将来
The Present and Future Situation of the In-plant Generation 

1. はじめに

経済の安定成長時代を迎え，パイの取り合いは厳し

くなっています．エネルギー市場もその例外ではなく，

エネレギー間の競合という問題か顕在化してきました．

例えは，家庭用暖房における灯油，ガス，電力間での

エネルギーのシフト，産業用燃料についていえば，ボ

イラー用の燃料選択の問題かその典型であります．

本稿は，産薬用自家発電という視点からこの競合の

問題をとらえてみようと試みました．自家発電は，単

に買電との競合の問題ではありません．なぜなら，こ

れは工場で使われる蒸気に深く係わる問題であります

し，その蒸気はボイラーを通じて発生されるものであ

るため，ボイラー用燃料の選択にも関係してきます．

このように産業用自家発電の問題は，二重の意味ての

エネルギー間競合問題であるととらえることかてきま

す．

将来の電力需要，その供給ソースのバランス，また

将来の燃料需要を考える上て極めて屯要な位置を占め

ているのが自家発電てあります．従来，データ制約等

からブラックボソクスに近かった分野てすか，本稿か

今後の自家発電を考える上での一助となれは幸いです．

尚，本稿は，財団法人日本エネルギー経済研究所か

昭和58年度に行った「産薬部門における自家発，共火

の動向」の研究成果に深く負っています．

2． 産業用自家発電とは

2. 1 産業用自家発電の位置づけ

わか国の総電力供給の約 1割（昭和57年度）を賄

っているのが自家発電てす．一方，わか国の総電力需

要の内訳をみると，産業用 6割弱，民生用 4割弱，残

りの数形か輸送用であり，産業用か需要の大宗を占め

ていることがわかります．この産業用電力の 2割弱を

＊ （財）日本エネルギー経済研究所第一研究室研究員

〒105東塩都港区虎の門 1-18-］ 第10森ビ）レ
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注1)沖縄屯力除き，小1_]電）」の産業別配分等は「エ

ネルギーバランス表」の係薮によった，

注2)買電，共火，自発の総祉516,936に対する割合

は，各々 86.9形， 3.4%,9.7形である．

（資料）電事連「電気出東便覧」，通庁省「屯力需給0)概

要」エネ研「エネルギー・ハランス表」各々昭

和58年度版

図ー1 わか国の電力消曹構造

供給しているのか， ［場内に設骰されている自家発屯

てす．（図1参照）

また，産業部門で消費される燃料の 4割弱はボイラ

一向けとなっています． このホイラー用燃料の 7割弱

は自家発ボイラーて消費され，蒸気を作る．発生され

た蒸気は，工場の牛産工程で使われるとともに一部は

発電用に供されるものです．

このように，産薬用電力の 2割，産叢用燃料の 3割

弱か産業用自家発屯のテーマに関係するエネルギーて

あるわけです．

2. 2 産業用自家発電の形態

工場て使用される蒸気の条件は，目的により，業種

により，生産品目により大きく異なっています．また，

その使用形態もかなり異なっていると言わさるをえま

せん．例えは，蒸気多消費型の紙パルプや化学繊維，

ソータにおいては，生産］t-^．程1こで蒸気か必要なために，

蒸気を作り，作った蒸気をてきるだけ有効利用するエ

- 20 --



Vol. 5 No. 6 (1984) 517 

表 1 自家発電のタイプによる業種別分類

タイプ 業 種 備 考

鉄鋼（一貫メーカー） 〇尚炉ガス，コークス炉ガス，転炉ガス，炉頂圧

石 油 精 製 〇自家生成排油．排ガス

火 燃料自家発 石 油 化 邑子~ ’’ 
セ メ ン 卜 〇キルン排熱

紙 ． パルプ 〇廃材．排液

石 油 精 製 〇工程上多量の蒸気を必要とする産業において．プロセスス

工程自家発
化学（除．石油化学） チームよりも高温・高圧の蒸気を発生させ，プロセススチ

紙 ． パルプ ームまでの熱落差を利用して．発電した後．抽排気によっ

力 石 油 化 巫子 てプロセススチ ムをまかなうもの．

高負荷率自家発 アルミニウム
〇電力消費量が多く高負荷率で発電機を運転でき経済的な自

家発電が可能なもの．

鉄鋼 （合金鉄） 0電力多消費産業で豊富低廉であった水力資源を利用して安
アルミニウム 価な電力の確保を目的とするもの．

水 力
化学（除．石油化学）

紙 ． パルプ

鉱 業

国 鉄

出所：日本電力詢査委員会，昭和52年度需要研究会報告

夫から発電（自家発電）を行ってきました．具体的に

は，必要なプロセス蒸気条件よりも高温，高圧の蒸気

を発生させ，プロセス蒸気条件までの熱落差を利用し

て発電する．そののち，タービンを通過した蒸気は．

生産工程で使用されるといった具合です． こうした蒸

気の使い方により．総合熱損失は少なくて済み，発電

熱効率は70形といった計算も成立します． これを「エ

程自家発」と呼んでいます．（表 1参照）

それとは別に．生産工程上で発生する副産物をボイ

ラーの燃料として利用できる業種があります．例えば．

紙パルプでは．黒液．バーク，製紙スラッジという副

生燃料が得られますし，鉄鋼ではCOG,BFG, L 

DGなどが利用できます．こうした副生燃料が無価だ

と仮定すれば．当然ながら発電コストは安くなります．

これを「燃料自家発」と区分してみましょう．近年，

導人が相次いだセメント産業での中低温廃熱発電．鉄

鋼業の炉頂圧発電．あるいは石油や化学産業にみられ

るハイドリック・タービン，ガス・エキスパンダーの

自家発電も広義の「燃料自家発」と言えるでしょう．

また，表 1のタイプ区分とは別に．非常用の自家発

電があります．この非常用電源はガソリン，軽油を燃

料とする内燃力発電．ディーゼル発電が中心です．本

来，停電等の緊急時に生産工程上の安全維持，破壊防

止のために設置され稼動するものです． しかし，企業

によっては，夏場，工場の電力需要が増大して電気事

業者との契約電力をオーバーしそうな場合，これを稼

動させるという運用もなされています．

2.3 産業用自家発電の存立基盤

①工程自家発．R燃料自家発，R非常用自家発は．

実は自家発電の存立基盤そのものを示しているといえ

ます．つまり，電気事業者から買電するよりも．自家

発電を行った方が経済的に有利であるという条件が．

上記①．②で示され，③で安全保障の条件となるわけ

です．

言いかえれば，①＇生産工程上で蒸気が必要，②'安

価な副生燃料が入手できる．は発電に係わるコストが

安く済む条件となっています．こうした存立条件のも

とに．自家発電は昭和40年代から急激に増大してきま

した．それを次に述べてみましょう．

3. 産業用自家発電の推移と現状

3.1 過去の推移

高度成長期の重化学工業化の進展に伴ない，自家発

電は電力量，設備ともに大きく増大してきました（図

-2参照）． 自家発自家消費量でみると．昭和40年度210

億Kwhであったものが，昭和48年度には2.8倍の584億

Kwhになり．昭和57年度では503億Kwhとなっていま

す．また，設備能力からみても，昭和40年度末設備は

441万Kwでしたが，昭和48年度末には1,072万Kw,そ

して昭和57年度末では1,462万Kwに逹しています．（以

上の数字は自家発電合計でみていますが．産業用は．

消費量でほぼ95%，設備で92％ぐらいを占めてきてい
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図ー2 自家発電の推移

ます．）

しかし，図示されるように自家発自家消費量，設備

能力ともに，その伸び率は昭和40年代末から鈍化して

きました．特に自家発自家消費量については，第 1次

石油危機後，横這いになり，第2次石油危機を経て低

下傾向にあります．これは，①ボイラー燃料（特にC

重油）の価格高騰から，自家発電の買電に対する相対

的経済性が失なわれたこと，②工場内での省エネルギ

ー，省蒸気の進展によりプロセス上での必要蒸気みあ

いで運転していた発電機の稼動が悪くなってきたこと

に由来しています．

電気事業者から供給される電力（買電）との関係を

自家発比率からみてみましょう（図ー2の下段グラフ参

照）．自家発比率は，そのピークを設備能力からみると

昭和45年度，また，消費量では昭和46年度に迎え，

以後低下傾向にあります．つまり，自家発電全体（与

産業用自家発電全体）でみた場合，電力供給者として

の自家発電の地位は近年相対的に低下傾向を示してい

るという状態です．

しかし，業種別にこの自家発比率（消費量）を検討

してみると，鉱業，鉄鋼業では昭和50年代に入って上

昇傾向を示しています．著しく低下傾向を示している

のは紙パルプ，化学といった蒸気多消費型産業です．

注 1)石油価格 (C重油）／電力価格の相対価格につい

て昭和45年＝100として求めた．

図ー3 石油電力価格指数！）と自家発比率との相関

（鉱工業大口計）

こうした推移をたどった自家発比率を，石油価格と

電力価格（買電価格）との相対価格から説明してみよ

うと試みたものが図ー3です．

鉱工業全体でみると，自家発比率は石油電力相対価

格とかなり相関が高いことを示しています．つまり．

買電価格に比べて相対的にC重油が高騰すれば，自家

発比率は下がるということが言えそうです． しかし，

近年の産業構造の変化（自家発保有主要業種与素材型

産業の相対的地盤沈下）を考慮すると，この結果をさ

らに業種ごとに検討する必要があります．

業種別に，両者の相関をみてゆくと紙パルプ，化学

工業では負の高い相関を示し，鉄鋼業では正の相関を

示します．これは，具体的には紙パルプ，化学では石

油価格の高騰により省エネルギー，省蒸気をはかり，

必要プロセス蒸気を減少させた．その結果，必要蒸気

量にリンクした自家発電プラントの稼動は低下し，発

電量が減少したと考えられます．一方，鉄鋼業では．

炉頂圧発電等の導入や，共同火力による発電量の低下

により自家発比率は高まってきました．

3.2 産業用自家発電の現状

(1) 業種内訳

産業用電力を業種別に分類し．自家発比率をみたも

のが図4です． 自家発比率（消費量）は業種間でかな

り異なっていることがわかります．紙パルプや化学の

自家発比率は 3割以上でありますし，機械では．自家

発が非常用電源であるためか．ほとんど比重をなして

いません．図は斜線部分の体積で自家発自家消費量を

示していますから，自家発主要業種というのは鉄鋼，

化学，紙パルプ，窯業，非鉄，食品，石油，鉱業とな

ります．

さて，ここまで述べてきたことは既存の文献，統計

でもフォローできることです． しかし，実際の自家発

- 22 -



Vol. 5 No. 6 (1984) 519 

（単位IO'Kwh,%) 

72.856--戸46.7361一44778725401T24641了22884t

買電 61.4% 買電 66.4% 69t 

貿電 100％し／濡嘉 8『嘉 7『嘉II I I 

ー／／麟

二言
鉄鋼月2%—+—嗜6％ゴー機11,％ー→係氏8 5ゞ%L胃凸五』閏

注 l)計300,442百万Kwhに対する買電，共火．自家発の割合は，各々78.4%,5.9%, 15.7%である

注2)小口電力の産業別配分は「エネルギーバランス表」の指数によった．

（資料）電事連「電気事業便覧」，通産省「電力需給の概要」，エネ研「エネルギーバランス表」

図ー4 産業部門電力消費（昭和57年度）

設備の運用状況，稼動状況．自家発ボイラーの燃料消

費実績は公表データから拾うことはできません．そこ

で以下では実態調査によって得られた主要結論を紹介

してゆきたいと思います．

121 実態調査の概要

日本エネルギー経済研究所では．昨年の夏．自家発

電を保有する事業所を対象に，昭和57年度の自家発運

用に係わる実績値についてアンケート調査を行いまし

た．回収サンプル数は288事業所ですが，この集団は自

家発自家消費量 (Kwh)，認可出力 (Kw)ともに公表

データの約8割をカヴァーしています．

認可出力からサンプルの特性をみると．石油，化学，

セメント．アルミ．石炭鉱業については 8割強のカヴ

ァレッジを持ちますが，食品，繊維．ゴム．アルミ以

外の非鉄については 5割前後のカヴァレッジで，多少

手薄の業種となっています．

また発電形式別のカヴァレッジは．汽力，水力，内

燃力．ガスタービン（含む炉頂圧発電），各々81%,68 

%, 38%, 81％です．内燃力のサンプルが少ないのは．

調査では非常用のみに供される自家発電は除外されて

いるからです．

(3) 保有発電設備と稼動状況

産業用自家発電を発電形式別にみると．能力．発電

量ともに汽力発電が中心となっています（図ー5参照）．

発電形式別に年間の設備利用率を比較してみると．

汽力47%．水力70%，内燃力24%，ガスタービン22%.

炉項圧65％です．さらに汽力発電をタービン形式別に

分類して年間設備利用率をみると，復水タービン50%,

抽気復水タービン49%，背圧タービン39%,抽気背圧

タービン45％となっています．復水タービンが一番高

い値を示していますが，これはアルミで使われている

高稼動の大型復水タービンが嵩上げしているためで，

このアルミの分を除外すると背圧タービン並みの利用

率になってしまいます．

汽力発電の保有状況を業種別に比較してみると，背

圧タービン系が中心の紙パルプ，化学，石油，復水タ

ービン系が中心のセメント，鉄鋼，非鉄といったグル

ープに分類できます．そして業種別に設備利用率をみ

ると，鉄鋼54鍬石油53%，紙パルプ51％が高く，特

に鉄鋼では利用率70粥以上のタービンが設備能力の43

％を占めています．一方，石化，化繊，ソーダといっ

た化学産業の利用率は低く，順に35彩， 42%,39％で，

低稼動のタービンを多く抱えています．

年間設備利用率10形未満のタービンを集計してみる

と，全体で155基144万Kwありました．その中では，

石油化学が22甚51万Kwと能力上3割を占めています．

設置年別に汽カタービンを分類してみると，次の点

が明らかになりました．第1に，鉄鋼，セメントでは

能力の半分は第一次石油危機後に導入されたものであ

り，その中心は抽気復水タービンであること．第2に

は，鉱工業全体で復水タービンの43%は第一次石油危

機後の導入であることです．第2の復水タービン導入

にはふたつの形態があります．ひとつは鉄鋼，セメン

トにおける「副生燃料および廃熱利用の発電」，ふたつ

は化学，紙パルプにおける「余剰蒸気の有効利用の発

電」に復水タービンを利用するといったものです．
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汽力発電 (87%)

食品(II

鋼

11

鉄
〇

（合計認可出力10,347103KW) 

i) 
その他
(02%) 

その他(I)

注 1)体積で各能力を示す．

注2)通産省資料の構成比内訳では，汽力83%，水力 6.1%，内燃力6.4%，ガスタービン（含む炉頂

圧） 4.5％となっている．

注3)その他には，ガスエキスパンダー，ハイドリックタービンを入れた．

注4)業種名（ ）の（ ）内は，各発電形式別の能力計を100とした時の値．ただし，汽力にお

ける化学，鉄鋼の細分類については，化学計，鉄鋼計を100とした時の値

図ー5 実態調査による自家発電の発電形式別能力分布

(4) 蒸気，副生燃料からみた汽力発電

工場で使用される蒸気と電力の比率（蒸気電力比）

と自家発比率の関係をみると．ほぽ正の相関が認めら

れます（図ー6参照）．これは近年の自家発比率低下傾向

を説明しようとする時，有力な手掛りを与えてくれま

す．つまり，近年の省蒸気のスピードは省電力のスピ

ードを上回り，蒸気電力比は低下した．それに伴ない

自家発比率も低下傾向を示したということです．

これは具体的には次のようなメカニズムです．多く

の汽力発電プラントではプロセス蒸気量みあいのボイ

ラー，タービンを保有しています． しかも．タービン

は抽気や背気型のものであったりします．省蒸気によ

り減った分だけタービンヘの人気量は減り．発電量が

落ちる．にもかかわらず電力消費量（電力原単位）は

それ程減っていない．その結果，買電が増え，自家発

比率は低下するという具合です．タービン人気量の減

少は，自家発設備全体のプラント効率を悪化させ，設

備の遊休化が顕在していることは前述したとおりです．

この蒸気電力比と副生燃料比（ボイラーに投入され

る燃料計に占める副生燃料の割合）を用いて，目家発

電の業種類型をしてみると，幾つかの特徴が明らかに

なります（図ー7参照）．

図ー7では第 1.第2象限に副生燃料比および蒸気電

力比と自家発比率との関係を示し，それを合成して第

3象限に蒸気電力比と副生燃料比から各業種をとらえ

ています．この図から．ほぼ3つのグループに類型化

，，，気／電力lt
t/Max 
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●紙パ

0鉄鋼
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△食品(19サンフル中9は10以上）
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． .. . ・ ••ロ
. 
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（目家発比率）

注 1)各サンプルについて，蒸気電力比と自家発比率

でプロットした．

注2)グラフ上の大きな図形は業種計を示す

図ー6 蒸気電力比と自家発比率

できると思います．それは， I.副生燃料使用みあい

発電グループ， II. プロセス蒸気みあい副生燃料利用

グループ，皿プロセス蒸気みあい発電グループです．
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注1)縦軸，横軸は， I泉点に対しすべて王．

注2)第3象限は，第 1'第2象限を合成したもので

ある．

図ー7 自家発電の類型比と副生燃料比

①'生産工程て蒸気か必要，②'安価な副生燃料か入

手てきる，は自家発屯の存立基盤てあることは前章で

述べましたか，このグループ化はまさにそれを判断基

準としています．①＇に拮盤を強くおくグループか皿て

あるなら，②'に基盤を雌くグループは Iということで

す．

この類型化したグループに公表データから近年の傾

向を加味すると，②＇副生燃料か入手てきるク）レープ

（クループ I)のみ自家発比率が上昇していることか

わかります．そこで省蒸気は今後とも進展するとみら

れ，①＇に依拠するグ）レープ（グループ rr,m)の目家

発比率は尚一屈低下するだろうと考えられます．今後

は，②'に存立基盤を持つグループの動向か，自家発電

の鍵を握っているといえるでしょう（表 2参照）．

151 目家発電の負荷変動

自家発電の負荷変動を月別に，また一日の時間帯別

にみてみると，幾つかの輿味深い事実が提示されます。

ます，月別の自家発比率をみるとふたつのパターン

か存在することかわかります（図ー8参照）．ひとつは夏

場と冬場に自家発比率か高まるパターン．他は夏場の

み高まるパターンです。前者はピークカ y 卜用に自家

発を用いると同時に，冬場に（外気温の低下から）プ

ロセス蒸気使用量か培大することによりタービン入気

量も増えて自家発か稼動すると考えられます．後者は

夏場のピークカット対応のみと考えられます．前者は

蒸気多消費型の化繊，石化，紙パ（前述した類型グ）レ

ープの IIとm)などに典型的に表われます． また，同

ー業種内ても地域的気候格差を反映して，寒冷地はど

nJ 
r
l
 

自
家
発
率
如

／ 
o---C 

＼ 
°石，由楕製

／゚ -ノ'へ
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図ー8 日家発比率の月別変動

表 2 蒸気電力比と副生燃料比からみた自家発電の類型化

グループ 業 種
自家発比率の

特 徴
近年の傾向

I.副生燃料使用みあい 鉱 業 o副生燃料の利用で発電

発電グ）レープ 鉄 鋼 鉄鋼は，共火の相対的低下，炉
／ 頂圧発電，大型の自家発導入で

セメント 目家発率上昇，セメントは中低
温排熱発屯の導入．

II. プロセス蒸気みあい 紙パルプ 。プロセス上蒸気が必要てあり，か

副生燃料利用グルー 食品（精糖） つ副生燃料も有効利用できる．

プ
＼ 紙ハ゜は黒液，赤液，バークの利

用，精糖はバガスの利用

m．プロセス蒸気みあい 化学繊維 。プロセス上必要な蒸気を発生さ

発電グ）レープ 石油化学 せ，その副生物として発電する．

石 I由精製
＼ 石油化学，石油精製は副生燃料

の利用もあるか，ウエイトは他
業種に比べて大きくない．

25 ~-



522 

冬場の自家発比辛 1・冒孔11illは大きいと言えます．

次に一日の中で，時間帯別に自家発比辛U)変動を調

べてみると，電気事業者との時間帯別謁給調整閃約か

か応り有効に機能していることかわかりました．っま

り，尖頭時および昼間は自家発軍鼠の増加かみらオし．

夜間には買電の増が計られるということてす．業種別，

企業別にi'1]1釘り）差巽はあり土すが，おおよそこの傾臼

はどの業利にも共通しだことと言えます．

(6) 発記 j スト屈価

さて，それ、：げ白ぷ発屯の経済性について検討して

おきたしヽ と見且＼ ｝ず．

既存没備による発電の場合，多くの企業は目家発電

の発屯単価を変動費だけで評仙し，それと買屯汀切りと

比較して自家発電．買電との運用を吋っ←こい；［す．そ

れゆえ，ここでは燃料費を変動費の代表として苫えて，

次のように発電燃料単価を定式化しておきます．

x（燃料コスト 「［］ 円
•--....) ＝ A（燃料単価； ー）
八wh 1,000kcal 

X 0.8(i 

刀（熱効t〉
ここで r, 1;1村効率）か幾 9)がであるかか問題となり

ます．復水フプントだけてあ机は，発電用の熱効率！、上

単純に求め刀l―1｝い背「「系（熱併給型）の場合に

は，蒸気と［力’¥0)}阜価の配分（熱ロスの配分）問加

があり，この配分いかんー（：試効率も変わってしまい

す．

蒸気と電））との底仙配分(;))j式は，大きく三つに分

けられます．それは，①蒸気， 士たは電力のと‘.iぅらか

の原価を「め設定した後，他の単価を算出する方法，

②蒸気と電力の熱量（エンタルピ）配分による方法，

③蒸気と電力のエクセルギー配分によるJj法てす．

ターヒソ別の発電熱効率を，②の方法から求めれば，

復水プラン 1、,3(l9，背）［フラント75%という理論値か

あります． 5］J[lkQのC化由を燃料とした場合，こ(/)

発電燃料単価け役水Jラント14.5円／Kwh，背圧プラン

ト 5,8 円／Kwh と汀 I)-]、，•「．

ところて，ター 1-／）jilり）発電熱効率は理論値として

知ること1よできますが，実際の事業所では幾つかの型

の違うタービンを併用運転しており，プラント全体で

との程度の効率であるかを知ることは難しい．そこで，

丈態調杏のデータから，業種こ‘とに発電に絡む熱フロ

を作り，上記②の方法で蒸気と屯力に原価（投入エ

ネルギー） U）配分を行っ-・（み主した． こうして，葉柿

全体の実粕仙としてu)平均企屯熱効率，平均発電燃い

表 3 菓柿別の

区分+―• | *]（ロ紙パルプ 525 ~ 44 (］ 
化学 9 466 ~ 399i 

I 
窯業 1344 ~ 279| 

：鋼;I~:;_ :::J 
鉱 I^虞叶 452 ~ 39~ 〇

エス Iレギー・資源

、
)
ー

注2)

発電燃料単価（円／Kwh)I 
I 8.3 ~ 9.7 

9.3 ~ 10.9 i 
I 

12.6 ~ 15.7 
8.6 ~ lOfi 
14.9 ~ 18、1
り.6~ 19.1 

11 1 ,:4入分を蒸気と電力に配分しだ伐，1sり出力／投八釦贔
し;_,,;.;率を4＜す．

, 12 真 i)00円／kl, C市油 (9,900kcal/I)とし

i [ 3）ふ鼠業及び窯業では排熱同収）］か合ょれこv～ジて注

意を現する．

単価が求められー［ ［た（表 3参照）．

4. 産業用自家発電の計画と展望

4. 1 自家発ポイラー燃料転換計画

日家兌はが存続するためには．買電に比へて腎屑的

に臼利しt；くてはなりません．ホイラ一月i/)）f奴t1竺択
してれをlI指してなされてきました．

過よの撚料転換実績をみると，見崖u)_）ぐ「は CI]：1i由

から他の使内料へ，あるいはC重IIl内焼から，他燃料と

の心燒ハ、＿いうものてした．混焼さ訊る燃床l（よ，自家

発ホイフーの場合．かなり副生鳳料かlllし＼，）れーこきま

した． また．石炭転換のほとんとI-!:,石炭へv[）円転換

どし＼うもり）でした．

'これ―一こは，今後の自家発ボイ／—乳忙転換はとう進

むのでしょうか．それをバ炭してくれる資料として．

前述の実態謁貨かあります（表 4参照）．

表 4の燃料転換註両から幾つかの点が読みとれます．

第 1に．計画中の燃料転換により代替あるいは削減さ

れる燃料は． 1つの例外を除いてすべてC重油である

ことです． しヽ かにC重油が燃料恥、喚()_)矢［；に立だ→ー；れ

ーこし＼るかかわかります．

第 2に， C重油を代替（削減）する！夕）オI-()) 本柱ば

石心 J ークス．石炭．璽質油で皮るということてす．

とりわけ，石油コークスヘの期いか大きいとiiえ士し

ょう．

第3には．化繊．紙ハ．石化．石油といった業種か

燃料転換に積極的ごあると言えます．転換後の燃料は．

化繊においては石炭中心の石川］コークス絡みという訂

画ばかりです．

4. 2 自家発新増設，休廃止計画

丈態調査による自家発新増設．（木［発什註圃りを拾）て
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表4 今後5年間に燃料転換を計画中，検討中の事例数

項;~~-～:種鉱業 食品 繊維 紙パ 石化 化繊 ソーダ その他 石油 セメント その他 鉄鋼 非鉄 ゴム 合計化学 窯業

c重油→石油コークス 5 59-60 2 5812 
59 5 

I 604 I 12 
60 3 3 59 6 

61 6 
C重油→石炭 I 6 59 1 5811 ， 

62 61 9 

c勇油→重質油 5 5811 
他 4
I 58 IO l 59 7 l 608 l 58 8 

C重油→バーク l I 

C重油→黒液 I I 

C重油→LNG l I 

C重油→石炭・ 2 603 
2 

石油・コークス 61 3 
C重油→C重油．

I 60 1 59 2 
石油．コークス

C重油→C重油．
1 60 I 

LPG,オフガス
C重油→重質油．

I I 
石油，コークス

C重油→石炭．重質油
I I 

石油．コークス

C重油・ COG→
C重油・ COG+ 1 60 I 
石油コークス

C 重油 •COG→石炭 I 60 I 

c重油，石炭コークス．
I I 

廃油→石炭＋廃油

C重油． BFG→C重油
I 58.11 l 

+BFG+タール

L P G. A重油→
1 5811 1 

重質油

合 計 ， 1 13 3 2 5 I 2 2 44 

注1)各マトリ，クス内の数字は，事例数，転換時期（例えば、 56.2は昭和56年2月）を示す

表 5 今後の自家発新増設，休廃止計画
（単位：事業所数，（ ）内はクーピン基数，能力KW)

項i~～～~9種 鉱業 食品 繊維 紙パ'石化 化繊 ソーダ その他化学 石油 セメント 窯その他業 鉄鋼 非鉄 機械 ゴム 合計
新 事業所数（基数） 2 (2) - 1 (1) - 2 (2) 3 (3) 2 (2) 4 (4) 1 (1) I (I) - 16(16) 

能力 Kw 7,116 - 500 - 3,800 17,500 34,000 - 153,920 12,400 4,900 - 234,136 

古タイヤ 1000水力9500 COG, 
坑内ガス 石炭． 石オフガ油ス

設主要燃料 一石油コークス - LDG 石炭 C重油
軽油 乾留ガス c重油

増

設

休

止

廃

止

計

事業所数（基数） - I(!) 

能力 Kw - 30,000 

主要燃料 - C重油

事業所数（基数） - I (I) 4 (4) 4 (4) - 2 (2) 

注 I)
能力 Kw - 600 17,900 51,800 

ー 14,420

C重油 重質油． c重油．
主要燃料 - C重油

黒液 排熱 ― LPG 

事業所数（基数） - 2 (a) 1 (1) I (I) 

能 力 Kw - 1 875 
注2)
7,700 

主要燃料 - C重油

事業所数（基数） +2 (2) - -1 (l) -2 (2) -6 (6) 

能力 Kw +7,116 - -600 + 12.600 -51、800

注ll51,BOOKwは4事業所 (26,000+5、800+10,000+ 10,000) 

注2)改造分 30,000→22,300 

I (I) 

+i,925 

cL重P油G， 

-3 (3) 

-22.120 

7000C OG 注3)

l (!) 2 (2) 2 (2) ~ 6(6) 

11,100 
32,000 10,900 ~ 84,000 
注4)

排熱 炉B頂F圧G, 排地ガ熱ス

4 (4) 4 (4) I (I) I (I) I (I) ~ 22 (22) 

48,150 20、300 20,000 400 - 173,570 

c重油．
C重油，灯油 オフガス

注5) 灯油 灯油

I(!) - 5 

1,188 - 10,763 

水力

-1 (!) -2 (2) 5 (5) 2 (2) 

゜
-s 

-20,738 + 13,700 — +185,920 +3,300 +4,500 + 133,803 

注3)燃料は(16,000→BFG,COG, LOG,灯油 2,000→フロンクービン（排熱） 125,720→BFG, COG, LOG, LPG 10,200→水力）

注4)他にポイラー増設601/H（排熱） 内訳（炉頂圧発電の出力増加 9,000→9,800 24、000(BF G) 

注5)ボイラー休止）301/H(C重油． BFG,LDG) 

注6)昭和58年8月調べ

みましょう（表 5参照）．

この計画をみると，鉄鋼業に新増設の計画の多い点

が目につきます． 1基12万6千Kwという大型の汽カ

タービン導入も手伝って鉄鋼業ではかなりの能力増強

になる予定です． しかも，燃料をみると副生燃料の利

用，排熱利用のフロンタービン導入，炉頂圧，水力で

あり C重油は全く使われません．

新増設計画の中でC重油を燃料とするものは．機械

と紙パの 1基づつにすぎなく，残りは副生燃料が中心

となっています．

一方．休廃止の計画をみると．主要燃料は大半がC

重油です．燃料転換によってC重油は削減され．加え
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てC重油を焚いていた汽力発電の休廃止により C重i由

は消費されなくなる．まさにC重i由はタフルバンチを

くらうことになってしまいます。

電力価格いかんてはありますか，排熟回収による発追，

生産工程上発生するガスや，流体の圧力を利用した発

電のタイプも根強い期待かあるように思います．

能力的には，鉄鋼業を除けは新増没の計両は極めて

少ないといえるでしょう．鉱工業合計の純増分は13万

4干Kwですか，これは前述の鉄鋼業の大型ターヒン

1基とはは近似の値てあります．

4.3 今後の展望

①蒸気需要かある，②安い副生燃料か入手てきる，

は自家発電の存立基盤であることを前迩しました．現

状ては，蒸気多消費型産業の目家発比率は低下傾向に

あり，今後とも省蒸気の進展を考えるとこうした業柾

の自家発比率は低下傾向にあると思われます．

逆に，副生燃料利用型の日家発電は安定した強味を

持っているといってよいてしょう．今後の燃料価格，

5. おわりに

産業用 l]家発屯の間題は，単に発電の問題たけては

ありません．工場て使用されている蒸気，燃料と深く

係わりあいを持っています． ところか，蒸気の使われ

方，その推移（例えば生痒品目当たりの蒸気涼単位の

推移）といった分析はまだまた不十分です．将来展望

をする場合には，実はこの点か明確化てきなけれは，

なかなか出れないと思います．

蒸気需要のテータ整備を娑望すると同時に，蒸気霊

要に関する分析を今後の課題としたいと考えます．

闘 エネルギー・資源の意味するもの

エネルキーと資諒とはそれそれ異なった意味，内 ら生産への中介物として取扱われているらしい．

容をもつ別々の言葉てあるが，最近とくに石油ショ 物的資源は少ないか労働力かあるとか，また技術

ノク以来これらは強く話題にのはっている．その取 はあっても経済力の不足のため生産に繋からないと

扱い方においてはそれそれ個々に使用されるへき性 か，さらに労働力も査源もあろか技術と経済かない

格のものと思われるか，社会情勢の変化によって両 なといろいろの形て表現されるか，これらの中に資

者を組合わした形て使用される場合か多くなり，ま 源に並んてエ不ルキーという国葉か見当たらなく，

たその組合わせの方法もエ不）レキー／資諒，資源／ 何等かの別砕て取扱われているやに感しられる．

エネルキーのように順序が逆になり，それなりの意 エネルギーそれ自体は直接生産物にはならないて，

味をもつものと思われる．また直者を，．—て結ん 賓源と呼はれているものかエネルキーの作用によっ

た表現も多くみられるか，それらの使い分けにとれ て生産物となるものと考えれは，エネルキーと資源

たけの差異があるたろうか．エネルキー・資源研究 とは本質的に別の範疇に属する．このことは資源の

会も創立後5年を経過し，それなりに発展して来た ないところからは生産物は生まれないことを意味す

か，最近の社会清勢の変化において吏めて考えてみ ることになり，第 20J錬金術の到来を侯たなけれは

てもよいのではあるまいか． ならない．

エネルキー／資源の取扱いについては大別してエ 最近資源の発達によってエネルキーの節約に繋か

学的およひ経済的取扱いの場合かあり，その内容も る多くの例（超耐摩耗性合金，超強力繊維なと），ま

少し異なっているらしい． た新資源の発見・創造（ニューセラミノク アモル

視点を変えてみれは，月然界における (a)原始的 ファス索材，有機超電導体なと）によって新エネル

発仕と消滅と，これに I技術1を加味された (b)近 キーの開発なと想像の及はない新時態の出現もない

代的生産と1月費という(al(b)2面かある．この場合の とはいえないか，その陰の力としての技術の存在を

「技術」のもつ意義については多くの表現かなされ 見逃してはならない．

ているか，これはエネルキーてなく，また資源ても このような見方からすれは臼椋は［物」てあって，

ないという見方かてきる一方(a)から(b)への移行する エネルキーは I能力＇と割切って考えてもよいのて

ための中介役或は触媒的作用をなすものとみること はあるまいか．このような考えからすれは現在大幅

もてきよう． に1且躍ている磁力は資源ではなく，またエネ）レキー

経済面からみた場合のエネルキー／資源は生産を てもなく，さらに技術てもなく，単にエネルギー変

目的として取扱われているらしく，さらに労働力と 換のための有効なる中介的存在に過きない「何iか

経済力とが加味され，これらかエネルキー／資源か てあろう． CF) 
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